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柏木城跡の発掘調査

案内看板
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１：虎口２から櫓台をみる

１-1：櫓台の石積み

瀬戸　丸皿

黒い石 ( 時期不明）

主郭の櫓台（やぐらだい）と呼ばれる箇所では、
上に 2段の石積みがあり、下に 2段の石列があ
りました。高さを確保する工夫と思われます。

《区画Ｃ出土》

《区画Ｃ出土》

２：主郭 トレンチ３

３-1：方形炉跡

４：主郭トレンチ５

主郭トレンチ 2では、焼土が
2か所確認され、方形炉跡と
合わせ、主郭の中で、火を焚
くことが多い空間であった可
能性があります

←石積み下段

鉄製品　釘

《区画Ｃ出土》

↓

１-2：櫓台の石積み

注
目
！

←石列上段

←石列下段

↑石積み下段
↑石列上段石列下段↑

↑石積み上段（上は崩れていました）

掘立柱建物跡 (SB02)

３：主郭 トレンチ２

方形に粘土を固め、内部で火を
焚いていた痕跡があります。

３-2：方形炉跡
焼土

焼土

焼土地面が焼けて赤くなっています

白い石 ( 時期不明）

《区画Ｃ出土》

区画 Aと区画Ｃの間の石塁。

虎口１：大平石

主郭トレンチ２の西側では
焼土が 2か所検出されました。

櫓台

虎口 2

虎口 2　埋門の石積み隅角

↑崩れている↑

【
通
路
に
沿
う
石
積
み
の
壁
】

【区画施設】

【櫓台】

【区画Ｃ】

【区画Ａ】

【主郭】
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